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【目的】  
日本において、高齢者人口の 6 分の 5 にも及ぶ健常高齢者に対して、健康
維持増進や介護予防のために実効性の高いアプローチが求められている。と
くに精神機能や認知機能の維持や改善には、芸術療法、音楽療法、学習療法
などが効果を期待できるとされるが、有効性の検証が課題である。高齢者に
提供される様々な音楽プログラムの中で人気が高いことから、「ピアノ学習」
による高齢者の心身への影響を明らかにしていく必要がある。  
このような背景から、本研究は以下を目的とした。  
1．健常高齢者を対象としたこれまでの音楽介入研究を概観し、健康維持増
進効果の測定法や評価指標を検討し、今後の研究の課題を明らかにする。 
2．ピアノ学習による高齢者の手指運動機能および感情指標の変化を明らか
にする。  
3.  ピアノ学習による高齢者の健康関連 QOL および自尊感情の変化を明らか
にする。  
4.  ピアノ演奏による高齢者の前頭葉血流量の変化を明らかにする。  
これらの知見から、高齢者の健康維持増進効果をより期待できるピアノ学習
および支援のあり方への示唆を得る。   
  
研究 1：文献検討   
【目的】健常高齢者の健康維持増進を目的とした音楽介入研究を概観し、明
らかになっている予防効果を測定法や評価指標ごとに検討すること、研究
の質評価により今後の研究の課題を明らかにすることを研究 1 の目的とし
た。  
【方法】医学中央雑誌・ JDreamⅡ・CiNii・PubMed・Web of Science の 5
つのデータベースからキーワード検索を行なった。キーワードは、和文資
料が「高齢者  AND 音楽  AND （  予防  OR 健康  OR 効果  ）  NOT 患
者」、英文資料が「 elderly AND music AND (prevention OR health OR 
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effect)  NOT patient」とした。検索された文献のうち、①対象が健常高齢
者、②能動的な音楽活動による介入研究、③健康維持増進や介護予防の効
果測定、④出版言語が日本語または英語、である文献のアブストラクトフ
ォームを作成した。そして、対象者・実施方法および内容・効果の評価尺
度および測定結果・音楽実施群の除外脱落数および理由などの観点から検
討を行なった。研究の質評価は、PEDro Scale、Cochrane Review を基に
作成した 11 項目の基準を用いた。  
【結果】検索された文献を４つの基準に基づき、選択、除外した結果、 7 編
が抽出された。それら 7 編の信頼性の総合得点は 11 点満点で平均 6.29 点
であった。  
【考察と結論】抽出された文献を検討した結果、快・リラックス感情の上昇、
不安感情の低減、認知機能の改善などの効果が、複数編の研究において一
致した結果として示された。さらに、研究の質評価の結果などを基に検討
を行ない、①データ数の確保、②楽器の種類ごとの効果への理解、③介入・
測定方法の明記、④適切な評価尺度の開発、⑤除外・脱落数の記載、⑥独
自の研究の質評価基準の開発などが、課題として明らかになった。  
 
研究 2：高齢者のピアノ講座における心身の変化  
－手指運動機能および感情指標を中心に－  
【目的】ピアノ講座に参加する高齢者の学習過程における手指運動機能およ
び感情指標の変化を明らかにすることを目的とした。  
【方法】高齢者 32 名を対象とし、3 ヵ月間（全 6 回）のピアノ講座を開講し
た。開講中に、フェイススケール値、最速タッピング数を測定し、家での
練習時間数を調査した。  
【結果】最速タッピング数は， 4 種類の測定（右手 2-3 指、右手 4-5 指、左
手 2-3 指、左手 4-5 指）の全てにおいて有意に上昇し（ 4 種類全て、p < .01）、
その平均上昇数は練習時間数と有意な相関がみられた（ r = 5.1, p =.01）。
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フェイススケール値は、初回と最終回のセッション前後において有意な改
善が認められたが、全 6 回のセッション前値のみの比較においては有意な
変化は示されなかった。   
【考察と結論】高齢者がピアノ学習をすることは、手指運動機能の維持向上
に効果があることが示唆された。  
 
研究 3：高齢者のピアノ講座における心身の変化  
－健康関連 QOL を中心にしたランダム化比較試験－   
【目的】初心者向けピアノ講座に参加を希望する高齢者の健康関連 QOL
（SF-8）の特性を明らかにする。そして、ピアノ講座の受講により、健康
関連 QOL（SF-8)、自尊感情、感情指標、手指運動機能がどのように変化
するかを、ランダム化比較試験により明らかにすることを目的とした。  
【方法】高齢者 31 名を対象とした。年齢と性別を考慮した層別ランダム化
により実施群 16 名と対照群 15 名に群分けし、実施群には全 5 回のピアノ
講座を提供した。実施群、対照群とも、講座開始１週間前と講座終了 1 週
間後に、健康関連 QOL（SF-8）、自尊感情得点、最速タッピング数および
フェイススケール値を測定し、比較検討した。  
【結果】  
ピアノ講座応募者全体の健康関連 QOL の特徴として、MH（心の健康）
および MCS（精神的健康度）の値が国民標準値より有意に高いことが示さ
れた。一方、年齢層ごと、性別ごとに異なる項目もあった。 60 代の者は
BP（体の痛み）も有意に高かった。女性は、BP（体の痛み）、RE（社会
的役割（精神））もまた有意に高かった。全 5 回のピアノ講座受講により、
もともと良好であった MH（心の健康）の値がさらに上昇し、対照群との
比較において有意差が示された。このことから、ピアノ学習は、高齢者の
心の健康をさらに向上させる効果が示唆された。自尊感情尺度およびフェ
イススケールの値は、実施群変化量と対照群変化量との群間比較において、
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有意差は示されなかった。最速タッピング数は、介入前後における実施群
変化量と対照群変化量との群間比較において、4 種類の測定（右手 2-3 指、
右手 4-5 指、左手 2-3 指、左手 4-5 指）の全てで有意に上昇した。   
【考察と結論】高齢者がピアノ学習をすることは、健康関連 QOL のうちの
心の健康をさらに向上させる効果、手指運動機能の向上あるいは低下予防
の効果がある可能性が示唆された。  
 
研究 4：高齢者のピアノ演奏による前頭葉血流量の変化  
【目的】脳の中でも特に認知機能に関わるとされる前頭葉に注目して、音楽
活動の種類ごとの血流量変化量の比較検討、研究 2 における最速タッピン
グ数が最も多かった右手 2-3 指、および最も少なかった左手 4-5 指でのタ
ッピング実施時の前頭葉血流量の比較検討を行なった。それらの結果を基
に、高齢者のピアノ学習による心身への効果を明らかにした。  
【方法】健常高齢者 12 名（平均年齢 70.08 ± 2.81 歳、男性 6 名、女性 6 名）
を対象とし、ピアノ・ベル・歌唱の 3 つの活動を課題として、前頭葉の左
右 2 点における血流量変化量を NIRS により測定し、比較検討をおこなっ
た。また、右手 2-3 指および左手 4-5 指での最速タッピングを課題とし、
同様に比較検討した。  
【結果】右脳においてはピアノが歌唱より有意に血流量変化量が多く、左脳
においてはベルが歌唱より有意に多かった。最速タッピング課題では、右
手 2-3 指よりも左手 4-5 指の方が血液量変化量は多かったものの、有意差
は示されなかった。左脳と右脳の値の有意差は、すべての課題において見
いだされなかった。 3 種類の音楽活動時に行なった質問紙調査において、
「難しさ」および「集中」の得点は、ピアノが有意に高く、「楽しさ」得点
は、ベルが有意に高かった。  
【考察と結論】これらの結果から、脳賦活を目的とする場合は、ピアノやベ
ルなどの楽器演奏が歌唱よりも効果を期待でき、リラックスや癒しを目的
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とする場合は、歌唱が楽器演奏よりも効果を期待できる可能性が示唆され
た。また、ベルの使用は、 1 回目でも「楽しさ」を感じられることが出来
る即時効果がある可能性が示された。  
 
【総合考察および結論】  
健常高齢者を対象にした音楽介入研究の文献検討により 6 つの研究の課題
を明らかにし（研究 1）、その結果を踏まえ、ピアノ学習による効果の検証を
行った。  
高齢者のピアノ学習による心身への効果として、次のようなことが明らか
になった。4 種類の最速タッピング数が有意に向上すること（研究 2）、健康
関連 QOL の心の健康（MH）がさらに向上すること（研究 3）が示された。
また、左手 4-5 指も使用するピアノ演奏では脳の賦活効果、ベルでは 1 回目
でも楽しさを感じられる即時効果、歌唱ではリラックスや癒し効果を期待で
きるという楽器の種類ごとの特徴が示された（研究 4）。   
本研究の意義として、次のようなことが考えられる。楽器の種類ごとで異
なる効果を明らかにしたこれらの結果は、高齢者の音楽活動プログラムを考
える際の重要な指針となり得る。また、手指運動機能や感情指標の変化にお
ける年齢層ごとの特徴を明らかにしたことは、「高齢者の中でも年齢層によっ
て異なるピアノ学習能力の差に配慮する必要がある」という高齢者を対象に
したピアノ学習の支援のあり方に示唆を与える。性別による相違を明らかに
したことは、リタイア後の男性の生きがい増進やライフスタイルの充実のた
めの一助となる可能性が考えられる。また、健常高齢者を対象にした音楽介
入研究の課題を明らかにしたことも、今後の当該テーマ研究の進展に寄与す
る可能性が考えられる。  
ピアノ講座における心身の変化に関して、本調査とは別の指導者、別の地
域、別の楽曲で検証すること、前頭葉血流量の変化に関しては、楽器演奏に
おける様々な方法や条件、中期・長期実施でも効果検証することが、今後の
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課題として残され、さらに研究を蓄積していく必要がある。また、ピアノを
所有していなくてもピアノ講座を受講できるような代替方法を検討し、その
ような方法による開講であっても同様の効果が得られるか調査を行なうこと
を、今後の課題とする。  
 
